
2012 総選挙・2013 参院選への提案 

高齢者の潜在力（知識・技術・資産）を日本再生の援軍に 

「国民分断」論争でなく「住民総和」構想を 

○２０１２年の総選挙そして２０１３年の参院選は、わが国が直面している“国難”を克服して自

力浮揚するために、どういう道を選ぶかの正念場です。 

○国民の暮らしを守る「社会保障」。その財源を確保する「消費税増税」法案が２０１２年６月衆

院、８月参院で採択されました。「医療」「介護」「年金」「少子化対策」など実態を論じる場は「社

会保障国民会議」の有識者に委ねられています。と同時に実行する国民の声を広く聞くべきです。 

○総選挙・参議院選は、「長寿社会」や「社会保障」の姿を住民と候補者が話し合い、具体策の実

現を付託する場となります。それはまた３０００万人に達した高齢者（６５歳以上）が保持してい

る潜在力を呼び起こしてすすめる「住民総和の地域再生」の契機ともなります。 

○にもかかわらず、各党の公約や各種メディアの関心は、原発・ＴＰＰ・尖閣・憲法など「国民分

断」の論争ばかり。地域住民の声を聞き、「住民総和」によって達成にむかう「日本長寿社会」を

構想し実現に努める国会議員がどれほど選出されるかが憂慮されるところです。 

現役シニアの参画で健全な「社会保障」を堅持 

○際立った増税論議の一方で、目立たずに有識者と内閣官僚によって１１年ぶりに新「高齢社会対

策大綱」が閣議決定（９月７日）されました。すべての高齢者が知るべき重要な指摘がなされてい

ます。これまでの「人生６５年時代」の「支えられる高齢者」像を改めて、「人生９０年時代」の

「支える側の高齢者」（現役シニア）を登場させ、課題解決の要件としていることです。  

○長寿として享受している６５歳からの高齢期（６５＋２５年）を、旧来のままの「余生」として

送るのではなく、保持している知識・技術・資産を活用して、地域・職域に新たな「成熟」した姿

の「モノ・居場所・しくみ」をこしらえること。小さくとも「日本長寿社会」の創出に寄与すると

いう将来像を納得して、一人ひとりの現役シニアが参画することが第一歩です。 

○医療・介護で「支えられる高齢者」は２割ほどいますが、大多数の「支える側の高齢者」は安心

して暮らせる社会を形成する活動への参加を望んでいます。現役シニアが積極的に参画して応分の

存在感を示すこと。こうして健全な「社会保障」の現場が堅持されることになります。 

「活力ある長寿社会」が持続する経済成長の要 

○わが国の高齢者は、史上初・国際的に新たな「高齢社会」を形成する活動を体験できないでいま

す。１９９９年の「国際高齢者年」に国連が提唱した高齢者五原則「自立、参加、ケア、自己実現、

尊厳」のうち「ケア」には成果が認められますが、一人ひとりの高齢者が自立意識をもって参加し、

「みんな（all ages）のための社会」の実現をめざす活動を展開してこなかったからです。 

○多難な課題に苦闘している青少年・中年の現役世代とともに、現役シニア層が加わった三世代協

働による新たな「活力ある長寿社会」の形成こそが、持続する経済成長の要です。 

○国会議員が最重要政策として取り組み、各地各界のリーダーがそれぞれの立場で対応し、現役世

代とともに高齢者一人ひとりが暮らしの中で自己目標を掲げて実現に踏み出すとき、「日本長寿社

会」は先行モデルの成功事例を案出しつつ達成にむかう確かな道が見えてきます。 
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